


基本的なスタイルは，第２版でも変えずにわかりやすく理解できるよう

に努めた．また，読者が最初に手に取る入門書であることを考えて，な

るべくシンプルな表現をするように心がけた．研究者の立場からすると，

複雑に絡み合った現象をシンプルな文章にすることは，かなり難しい．

いろいろな可能性をすべて列挙すると，結局専門家向けの総説になって

しまう．この正確さとわかりやすい表現の狭間でどこまでシンプルにで

きるか，ということに一番心を砕いた．

筆者の趣味について，初版では酒の肴をつくることを書いた．筆者は

詰将棋を解くことも好きである．これほど人口が少ない趣味の世界も珍

しいが，江戸時代からずっと続いている格調高いものである．洗練され

た詰将棋は，シンプルでとても美しい．駒の動きにドラマを感じること

さえある．シグナル伝達のパズルが解けたときも同じような爽快さがある．

飛躍が許されるなら，DNAの構造解析で有名なロザリンド・フランクリ

●お正月に近所の神社で



ンが二重らせんモデルをみて言ったとされる「こんなに美しいモデルが

本物でないわけがないわ！」と共通の美しさである．しかし，詰将棋と

シグナル伝達の美の共通性を云々する人は世界中で数人もいないかもし

れませんね．

出版に際して羊土社の方々にとてもお世話になった．改訂を勧めてく

ださった一戸敦子さん，読者の視点に立って原稿の不十分な点を細かく

指摘し，また読みやすい素敵なレイアウトに仕上げてくださった山下志

乃舞さんには特に感謝したい．

最後に初版同様に，本書を「いちごみるく」から卒業したわが息 ，い

たると，ずっとよきパートナーである恵子に捧げる．

2010年 2月

服部成介





初版のまえがき

“シグナル伝達” ってなんだろう？　そんな素朴な疑問に答えてくれる

ような本が意外と見つからない．シグナル伝達の研究は盛んに行われて

いるので，『・・・のフロンティア』，『・・・の新世紀』などなど購買意

欲をそそられるようなタイトルが目白押しである．しかし，どの本も専

門的なのでそうした疑問には答えてくれそうにないしかなり難しい．筆

者も専門領域以外のものは，読んでストーリーは理解できるものの，実

感として把握することができない．そして次の日にはもう思い出せなく

なっている．それは登場人物を実感として捉えることができないまま読

み終えた小説のようだ．シグナル伝達ワールドの個性豊かな因子たちを，

何とかして体温を感じられるような，そして生き生きと活動しているよ

うな，そんな登場人物のように描写することはできないだろうか，と筆

者は考えた．

＊　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊

本書は，これから医学・生物学を志す方々や他の研究分野の方に，シ

グナル伝達研究のおもしろさを是非知っていただきたいと考えて書いた．

一見複雑そうにみえるこの分野もその根底にあるのはタンパク質の挙動

の変化であり，その点をきちんと把握すれば意外にすっきりと理解して

いただけるのではないだろうか．筆者はもともと生化学の出身であり，

タンパク質につよい愛着をもっている．その後 ，細胞生物学的な研究を

開始し，Rasのシグナル伝達系の解析を中心にしてきたが，いつも保って

きたスタンスはタンパク質 ，特に酵素の性質を調べることを中心に据え

るというものである．タンパク質にはそれぞれ個性があり，健気な頑張

り屋さん，正直者やひねくれ者などいろいろなものがある．細胞の性質



は最終的にはタンパク質が決めているのであり，こうしたタンパク質た

ちの魅力あふれる個性を描こうと心がけた．

わかりやすい記述と厳密さを両立させることはなかなかむつかしい．

そこで，なるべく直感的でポイントをつかみやすい図を多く入れた．本

書のほとんどの図は，筆者が鉛筆で書いたものをそのまま使ったもので

ある．また広い分野を網羅的に書くことをせず，基本的な事柄を押さえ，

その中で興味深い最新のトピックスにもふれることを目指した．したが

って本書に書いたことがらはシグナル伝達の全体のごく一部にすぎないが，

タンパク質のさまざまな働きによっていかにして細胞膜上のシグナルが

核にまで伝えられるかという基本的な道筋はカバーできるように努めた．

またシグナル伝達系の因子は複数の研究室からほぼ同時に報告されるこ

とも多い．公平に書くには複数の名前を併記し名前の変遷にもふれるこ

● “�お気に入り” たちとの
　 記念撮影



とが望ましいが，読者の理解のためにあえてイメージを捉えやすい名前

のみを用いた．この点はご理解を願いたい．

本書が読者に親しみのもてる本に仕上がっているなら，羊土社の担当

者杉田真以子氏の功績が大きい．読者の立場に立って，言葉遣い，レイ

アウトや図の色など，きめ細やかに的確なアドバイスを下さった．その

おかげで当初のものより随分と読みやすく改善されたと思う．また読者

の理解の助けとなる写真を提供して下さった方々にも感謝の意を表したい．

筆者の属する職場のみなさんにはいろいろ貴重な意見をいただいた．特

に本書で使われたキャラクターのデザインは研究室の浅見淳子さんの案

に基づくものである．あわせて感謝したい．

＊　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊

筆者はお酒が大好きである．それが昂じて，ついには肴も自分で作る

ようになってしまった．穴子有馬煮，鯊の天麩羅，浅蜊佃煮，縮緬山椒，

椎茸昆布などである．また魚も自ら釣ってきて捌いている．別に料理に

実験との共通項があるから読者のみなさんに勧めるわけではないが，自

分で作ったものは最高級レベルかどうかは問わないにせよ自分なりの創

意工夫が発揮できることは事実である．それが楽しい．しかも再現性は

全く要求されないのだ．実験の場合には結果がともなわないことも多いが，

酒の肴には酒が美味しく飲めるという結果が常についてくるので日曜日

は料理の日なのである．

最後に本書を「いちごみるく」に夢中のわが息子 ，いたると，よきパ

ートナーである恵子に捧げる．
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